
小学校 総合的な学習の時間の単元計画（例）【第５学年：７０時間】

単元の目標：

単元名：ごはんもりもりプロジェクト ～ 発見！お米の可能性 ～ お米のよいところを発見・発信しよう

探究課題（例）：米の生産や米菓作りに携わる人々の取組や願い、努力や創意工夫

米作りや米を使った調理を行ったり、米の価値等を発信したりする活動を通して、米作りに携わる人々の苦労や工夫、喜びを実感するとともに、
米文化の在り方や多様性について考え、米と自分たちの関係を結び付けながら、生活を見直していこうとするようにする。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

小単元１（２５時間） 資質・能力 小単元２（３０時間） 資質・能力 小単元３（１５時間） 資質・能力

【課題の設定】
・社会科の「食糧生産を支える人々」と関連さ
せ、GTとともに田植えなどを体験する。
〇「おいしいお米がたくさん収穫できるように
しよう」「収穫したお米を使って活動しよ
う」

【情報の収集】
・米作りについて知っていること、疑問に思っ
ていることを共有し、必要な情報を収集する。
・GTにお話を聞く。
・稲の成長の様子を継続的に観察する。
★稲の成長の様子は、タブレット端末等に時系
列で保存する。

【整理・分析】
・米作りについて調べたことを分類・整理する。
・米作りに関わる人々の思いや願いを整理する。
・日頃の食生活を振り返り、給食のごはんの残
りを減らすための取り組みを考える。（ごは
んもりもりプロジェクト①）（以下PJ）

【まとめ・表現】
・米作りについて整理したことを新聞等にまと
める。
・ごはんもりもりPJ①の取組の様子を振り返っ
てまとめる。

【振り返り】
・米作りを体験したり、米作りに携わる人々の
思いや願いを聞いたりして、食料生産の苦労
や工夫、お米をもっと食べてほしいという思
いが分かった。自分たちのお米も大切に育て
たい。たくさん収穫できたら、そのお米を
使って調理したり、ごはんに合うおかずなど
を考え、もっとおいしく食べられるような取
組をしてみたい。

地域の人々等の思いをふ
まえて課題を設定する。

解決方法や手順を考え、
見通しを持って追究する。

目的に応じて手段を選択
し、情報を収集したり、
必要な情報を選んだりし
ている。

視点を明確にして問題状
況における事実や関係と、
整理した情報を関連付け
たり、多面的に考察した
りする。

米作りに携わる人々の工
夫や努力が分かる。

目的や意図に応じ、工夫
してまとめ、表現してい
る。

学習の仕方を振り返り、
学習や生活に生かそうと
している。

学習を振り返る中で、次
の活動の見通しや課題意
識を持つ。

【お米の収穫】
・稲刈り、脱穀、精米をする。

【課題の設定】
・「ごはんもりもりPJ②」を進めるための取組は
何がよいか。

・米菓作り
・ごはんに合うおかずづくり（ごはんの友）
・PR新聞づくり 等

【情報の収集】
・米からどのような食品ができているのか調べる。
・米菓の作り方を調べる。
・全国各地の「ごはんの友」を調べる。
・ごはんの友に加工できそうな、地域の農作物等
を探す。

・ごはんのよさを調べる。
★収集した情報はデジタル化し、内容ごとにフォ
ルダを作成して蓄積しておく。

【整理・分析】
・「米が主役になる」「みんなで食べられる」
「日本文化が感じられる」という視点に沿って、
作りたいものを決める。

【まとめ・表現】
・１回目の調理、試食をする。
・試食の結果を視点に沿って分類する。
・専門店の作り方を調べておく。

【整理・分析】
・P&Sシートを使って、改善策を考える。
・専門店の作り方も参考にする。

【振り返り】
・みんなにごはんをもっとたくさん食べてもらう
ために、自分たちの米菓やごはんの友を作るこ
とができた。ごはんのよいところなども、多く
の人たちに紹介していきたい。

解決方法や手順を考
え、見通しを持って
追究する。

目的に応じて手段を
選択し、情報を収集
したり、必要な情報
を選んだりしている。

課題の解決に向けて、
進んで取り組もうと
する。

視点を明確にして問
題状況における事実
や関係と、整理した
情報を関連付けたり、
多面的に考察したり
する。

目的や意図に応じ、
工夫してまとめ、表
現している。

問題状況における事
実や関係を比較した
り関連付けたりして
考える。

学習を振り返り中で、
次の活動の見通しや
課題意識を持つ。

【課題の設定】
・●●文化祭でお米のことを伝え
る内容や方法はどのようにすれ
ばよいか。

【整理分析】
・発表する内容を考える。
・１年間の米作りについての情報
をまとめる。GTの思いや願いを
入れる。

・米菓作り、ごはんの友作りなど、
活動内容をまとめる。

【情報の収集】
・発表する内容を深めるための情
報を再度収集する。

【整理・分析】
・効果的に伝えるための方法を考
える。

＜準備＞
【まとめ・表現】
・１年間の活動内容や、考えたり
したこと、みんなにも「ごはん
もりもりプロジェクト」を進め
てほしいということ等について、
相手意識や目的意識を明確にし
てまとめる。

★蓄積したデジタルデータを活用
して表現する。

【振り返り】
・自分たちが活動したことを紹介
したり、米菓やごはんの友など
を実際に食べてもらうことがで
きてよかった。みんなにもごは
んのよさやおいしく食べる工夫
が広がったかな。

解決方法や手順を考え、
見通しを持って追究す
る。

視点を定めて情報を比
較・分類・関連付けて
考える。

他者と協働して探究活
動に取り組み、その大
切さに気付く。

目的に応じて手段を選
択し、情報を収集した
り、必要な情報を選ん
だりしている。

相手や目的、意図に応
じて論理的に表現する。

学習の仕方をふり返り、
地域と自分との関わり
を考えながら、学習や
生活に生かそうとして
いる。


